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今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
を

講
じ
て
、
定
時
総
会
を
心
の
セ
ミ
ナ
ー
と

併
せ
て
、
六
月
十
一
日
（
土
）
に
安
曇
川

公
民
館
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
度
の

主
な
事
業
の
計
画
、
お
よ
び
新
役
員
は
次

の
通
り
で
す
。
ま
た
、
心
の
セ
ミ
ナ
ー
で

の
吉
田
公
平
先
生
の
ご
講
演
内
容
は
、
四

頁
を
ご
覧
下
さ
い
。

◎
中
江
藤
樹
先
生
の
遺
徳
に
親
し
む
高
島

市
民
を
は
じ
め
す
べ
て
の
人
々
に
対
し

て
、先
生
の
思
想
の
現
代
的
意
義
研
究
、

顕
彰
及
び
普
及
を
図
る
た
め
、
当
会
の

ビ
ジ
ョ
ン
「
温
か
く
て
深
い
、
近
江
聖

人
中
江
藤
樹
の
『
孝
』
の
思
想
を
高
島

か
ら
全
滋
賀
へ
、
全
国
へ
、
全
世
界
へ

広
め
る
」
に
沿
っ
て
、
以
下
の
事
業
を

行
う
。

・
心
の
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
、
二
月
ご
ろ
藤

樹
先
生
の
教
え
に
関
係
す
る
適
切
な
講

師
を
招
い
て
講
演
会
を
実
施
す
る
。

・
表
彰
事
業
は
、
令
和
五
年
の
定
時
総
会

時
に
実
施
す
る
よ
う
準
備
す
る
。

・
毎
月
、
藤
樹
人
間
学
塾
を
行
っ
て
先
生

の
著
書
『
鑑
草
』
を
学
ぶ
。

・
藤
樹
紙
芝
居
Ｃ
Ｄ
デ
ー
タ
を
ア
フ
レ
コ

編
集
し
、
高
島
市
内
の
幼
保
小
中
学
校

に
無
償
配
布
し
、
一
般
販
売
も
行
う
。

・
小
学
校
に
お
け
る
道
徳
の
授
業
に
使
え

る
「
藤
樹
紙
芝
居
」
の
授
業
プ
ラ
ン
の

活
用
を
推
奨
す
る
。

・
保
育
園
、
幼
稚
園
、
こ
ど
も
園
、
区
、

自
治
会
等
で
藤
樹
紙
芝
居
を
上
演
し

て
、
先
生
の
教
え
が
子
供
た
ち
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
幅
広
く
親
し
ま
れ
る
よ
う

に
図
る
。

・
当
会
の
趣
旨
、
活
動
内
容
が
周
知
さ
れ

る
よ
う
『
会
報
高
島
藤
樹
会
』
の
充
実

を
図
り
、
年
３
回
発
行
す
る
。

・
小
中
学
生
か
ら
藤
樹
先
生
に
つ
い
て
の

作
文
を
募
集
し
、
会
報
に
掲
載
す
る
。

・
三
月
七
日
の
立
志
祭
（
小
学
三
年
生
）

に
理
事
が
出
向
き
、
お
話
や
記
念
品
贈

呈
を
行
う
。

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
当
会
の
活
動
に
リ
ン

ク
さ
せ
て
、
さ
ら
に
充
実
を
図
る
。

常
務
理
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思
想
普
及
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
、

よ
り
身
近
な
方
法
で
多
く
の
市
民
の
方
々

に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
「
藤
樹
紙

芝
居
」
に
音
声
を
吹
き
込
ん
で
Ｃ
Ｄ
化
し

ま
し
た
。
令
和
三
年
度
に
は
、
次
の
五
作

品
を
制
作
し
、
市
内
各
園
・
小
中
学
校
、

図
書
館
に
寄
贈
し
、
ま
た
、
一
部
を
一
般

販
売
と
し
ま
し
た
。

「
馬
方
又
左
衛
門
」「
車
が
田
に
落
ち
た
」

「
そ
ば
や
の
か
ん
ば
ん
」「
志
を
立
て
る
」

「
大
野
了
佐
を
教
え
る
」

　

な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
Ｃ
Ｄ
を
活
用
し
た

道
徳
科
の
学
習
指
導
案
を
作
成
し
、
小
中

学
校
に
配
付
し
ま
し
た
。

　

毎
年
八
月
に
は
広
島
、
長
崎
の
原
爆
に
よ

る
犠
牲
者
慰
霊
の
式
典
が
開
催
さ
れ
る
。
あ

の
戦
争
は
日
本
の
国
家
が
起
こ
し
た
も
の

で
、
日
本
軍
は
近
隣
諸
国
に
出
向
い
て
他
国

の
軍
人
や
民
間
人
を
殺
し
、
最
終
的
に
日
本

軍
や
日
本
の
民
間
人
が
米
国
を
は
じ
め
他
国

の
反
撃
に
よ
っ
て
犠
牲
と
な
っ
た
。
ロ
シ
ア

と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
現
実
そ
の
も
の
で
あ
っ

た
。
戦
争
は
、
他
国
の
人
間
を
殺
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
人
間
の
心
を
変
え
て
し
ま
う

の
で
あ
る
。
こ
こ
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の

は
、
殺
し
に
行
く
人
と
殺
さ
れ
る
人
は
、
い

ず
れ
も
一
般
の
市
民
で
あ
る
と
い
う
こ
と

だ
。
戦
争
を
指
揮
し
て
い
る
国
の
責
任
者
は

危
険
な
場
所
へ
は
出
向
か
な
い
し
、
敗
戦
後

も
生
き
延
び
て
い
る
。
そ
し
て
、
か
れ
ら
は

言
う
、「
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
、
国
民
の

多
数
意
見
に
従
っ
て
こ
の
戦
争
を
行
っ
た
の

で
あ
る
」
と
。

　
「
民
主
主
義
」
と
い
え
ど
も
必
ず
し
も
万

全
な
も
の
で
は
な
い
。
多
数
決
を
悪
用
す
れ

ば
、
政
治
を
任
さ
れ
た
党
や
為
政
者
が
独
裁

者
で
あ
れ
ば
、
憲
法
を
変
え
る
こ
と
が
で
き

る
し
、
裁
判
官
も
支
配
で
き
る
。
か
つ
て
の

日
本
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
戦
争
に
反
対

す
る
市
民
を
拘
束
し
て
投
獄
す
る
こ
と
も
で

き
る
。
中
国
、
ロ
シ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
そ

の
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

今
の
日
本
の
憲
法
の
よ
う
に
、
国
家
が
戦

争
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
す
る

の
は
、
一
定
の
歯
止
め
に
は
な
る
が
完
ぺ
き

で
は
な
い
。
平
和
を
維
持
す
る
た
め
に
兵
力

を
増
強
す
る
論
理
は
拒
否
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
れ
は
戦
争
に
つ
な
が
る
。

上
田  

藤
市
郎

ひ
じ
り
の
声

今
年
度
の
事
業
実
施
の
方
針

令
和
四
年
度

定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
る

新
役
員
の
紹
介
（
敬
称
略
）

「
藤
樹
紙
芝
居
」
の
Ｃ
Ｄ
化
と

そ
の
配
付
・
販
売


